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（１）沿革

設置経緯

見直しの動向

役割（2019年時点）

（２）　組織体制

常勤職員数 6 人

うち常勤研究員数 6 人
非常勤研究員数 2 人

庶務体制

市民参加、外部連携

（３）会計

2019年度予算 千円　
2018年度決算 千円　
2017年度決算 千円　

順位
1位
2位
3位
4位
順位
1位
2位
3位
4位

鎌倉市 政策創造課 政策創造担当

１　組織概要

神奈川県鎌倉市御成町18番10号

0467－23－3000（内線2792）

0467－23－8700（代表）

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/shisei/chousakenkyu/index.html

souzo@city.kamakura.kanagawa.jp

2011年4月1日

神奈川県鎌倉市

政策創造課長　　竹之内　直美
（当部署は自治体内シンクタンクの位置づけで設置され、現在は通常の機構における１課として存在している）

２　組織動向

　中長期的な都市像を構築するため、山積している課題について詳細な調査研究を行い政策形成の基礎とするととも
に、施策の充実を図る観点から、平成23年4月１日に、これまで経営企画部の所管事務であった「地方自治運営に関す
る調査及び研究についての事項」を所管する組織として、市の組織機構の中で「鎌倉市事務分掌条例」に定められた部
には属せず、部相当の特命担当として「政策創造担当」が設置された。
　政策研究の手法が整理されてきたことに加え、平成27年４月１日より研究と施策の連携をより強くする目的から、経営
企画部内（現在は共創計画部に部名が変更）の課として「政策創造課」を設置した。

上記のとおり

(1)市政全般に関する中長期的な課題の調査及び研究についての事項
(2)市政全般に関する基礎調査及び庁内基礎データの活用促進についての事項
(3)庁内の政策形成支援及び政策形成能力の向上についての事項
(4)庁内横断的に取り組むべき新たな課題に関する調査及び研究並びに施策の立案についての事項

設置形態（択一）

自治体の内部組織
常設の任意団体（提言等を行う会議体型の団体も含む）
公益法人（財団法人・社団法人）
大学の附置機関
広域連合

756

その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　） 

(うち、１名兼務）

(うち、１名兼務）

専門的な知識を有した研究員の採用　　
外部有識者の活用(研究員として採用した者を除く)　     
大学・非営利活動法人等と連携した研究の実施　　
設置市の企画部署と連携した研究の実施　　　　　
設置市の関係部署と連携した研究の実施　　　　　
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　） 
特に行っていない　

　当部署は自治体内シンクタンクの位置づけで設置されたが、機構に位置付けられた組織であるため、庶務は自治体
の「部署（課）」の庶務として行っている。

会計規模※人件費・間接費（オフィス賃借料、水道光熱費等）は含まない

専門性確保に関する特徴
（複数選択可）

220
300

自治体の内部組織以外の団
体の場合の事業活動収入の
主な内訳
（多い順に選択）

収入種別

自治体の内部組織の場合の
事業活動収入の主な内訳
（多い順に選択）

収入種別
設置部局の予算



組織名 鎌倉市 政策創造課 政策創造担当

定期刊行物

（２）活動のマネジメント状況

研究員の業務分担

研究員の専門性
育成の手立て

研究員のキャリアパス等

その他

調査研究名

３　活動動向

（１）活動実績　

―

ア　テーマ決定
（複数選択可）

設置市からの要請　
外部有識者等からの助言・示唆
貴団体・組織で、設置市の総合計画等に明記された重要課題から選択　
貴団体・組織で自ら発案

その他（具体的に：総合計画を所管する企画計画課との連携により、中長期的、
庁内横断的なテーマについて選定を行う。）

イ　情報発信
（複数選択可）

設置市の議員や幹部職員に、報告や提言を行う
設置市の関係部署に、報告や提言を行う
設置市の庁内の広範囲に、成果物を配布する
報告会を実施する
日常的活動を、ＨＰ・メールマガジン・ニューズレター等で周知する
その他（具体的に：CR-1グランプリ等など各種コンテストへの応募や雑誌等へ寄稿している。） 
特に行っていない　

ウ　活動の評価とその反映
（複数選択可）

設置市の行政評価制度により評価を受けている
運営委員会等、貴団体・組織の運営に関わる機関から評価を受けている
外部有識者から評価を受けている　
報告会・アンケート等の機会を設けて、評価を受けている  
その他（具体的に：CR-1グランプリ等への応募） 
特にそういう機会はない

４　特記事項

担当制での実施

○政策形成能力向上の研修等の実施及び参加
○外部研修への参加
○非常勤研究員等については、調査研究テーマに合った人員配置を行っている。

研究による専門性育成や、取り組んだ研究成果等と結びついたキャリアパスが望ましいと考えている。

人口推計 第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画の策定にあたり、今後のまちづくり方針の根幹となる人口等の推計を実施した。

５　２０１９年度に実施した調査研究

調査研究の概要

AI（スマート）スピーカーの活
用によりシニア世代の生活
をより豊かにするための実
証実験報告書

最新のテクノロジーが、鎌倉市内のシニア世代の孤独の解消や健康維持・改善、生活の利便性向上に寄与する可能性
について、 AI (スマート)スピーカー を用いて検証した。
（https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/seisaku-souzou/report-31.html）

定性的データを活用した定
性的データを活用した質的
調査による政策形成研究

市民の声（定性的な情報）をロジカルに分析、構造化するための手法として、質的調査研究が有効であるか検討するこ
とを目的に実施した。
行政職員自身が、委託業者である専門家のアドバイザリー支援を受けて、実際に質的調査研究を行った。


